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四
月
二
〇
日
に
人
口
一
万
三
〇
〇
〇
人
の
宮
城
県
山
元
町
で
町
長
選
挙
が
あ
り
、
現
職
の
町
長
と
以
前
の
町
長
が
対
抗
し
、

一
九
四
票
と
い
う
僅
差
で
現
職
の
勝
利
と
な
っ
た
。
住
民
の
七
割
が
投
票
し
た
こ
と
と
い
い
、
以
前
の
町
長
が
登
場
し
た
こ

と
と
い
い
異
例
の
選
挙
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
東
日
本
大
震
災
の
被
害
か
ら
復
興
す
る
将
来
計
画
に
つ
い
て
の
賛
否
が
町

民
を
二
分
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
計
画
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
で
あ
る
。 

 

こ
の
概
念
は
七
〇
年
代
に
一
度
、
ア
メ
リ
カ
で
登
場
し
た
こ
と
が
あ
る
。
当
時
の
ア
メ
リ
カ
は
郊
外
に
低
密
な
住
宅
団
地

が
拡
大
し
て
人
口
が
急
増
し
て
い
く
一
方
で
、
都
心
が
衰
退
し
て
い
く
と
い
う
ス
プ
ロ
ー
ル
現
象
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

た
。
そ
こ
で
都
市
計
画
が
専
門
で
は
な
い
統
計
学
者
な
ど
が
、
何
層
も
の
人
工
地
盤
を
建
設
し
、
そ
こ
に
住
居
も
オ
フ
ィ
ス

も
一
体
と
す
る
職
住
接
近
の
高
密
な
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
提
案
し
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
話
題
に
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

 

と
こ
ろ
が
九
〇
年
代
に
な
り
、
新
規
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
が
登
場
し
た
。
今
回
は
路
面
電
車
の
活
用
で
あ
る
。
自
家
用

車
の
普
及
が
ス
プ
ロ
ー
ル
現
象
の
主
要
な
原
因
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
環
境
問
題
の
原
因
に
も
な
っ
て
い
る
か
ら
、
ラ
イ
ト
・

レ
ー
ル
・
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
（
Ｌ
Ｒ
Ｔ
）
と
い
う
新
型
の
路
面
電
車
を
敷
設
し
、
そ
の
新
駅
周
辺
を
集
中
し
て
開
発
し
よ
う
と

い
う
発
想
で
あ
る
。
実
際
に
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
や
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
な
ど
、
い
く
つ
か
の
都
市
で
は
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
新
設
し
、
成
功
し

た
。 

 

山
元
町
で
は
、
太
平
洋
岸
を
走
行
し
て
い
た
常
磐
線
が
津
波
に
よ
っ
て
現
在
で
も
不
通
に
な
っ
て
い
る
う
え
、
四
割
の
住

民
も
高
台
に
移
転
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
鉄
道
路
線
を
内
陸
に
移
設
し
、
新
駅
の
周
辺
に
新
市
街
地
を
建
設
す
る
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
が
提
案
さ
れ
た
。
政
府
の
後
押
し
も
あ
っ
て
町
長
が
推
進
し
た
が
、
以
前
の
住
居
付
近
に
移
転
し
た
い
住

民
の
意
向
と
、
町
長
の
推
進
方
法
が
強
引
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
反
対
が
噴
出
し
、
今
回
の
異
例
の
選
挙
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。 

 

し
か
し
、
日
本
に
も
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
注
目
す
べ
き
事
例
が
登
場
し
て
い
る
。
富
山
市
は
県
庁
所
在
都
市
で
人
口
密

度
が
最
低
で
あ
る
一
方
、
通
勤
の
自
動
車
利
用
率
は
中
核
都
市
で
最
高
と
い
う
分
散
し
た
地
域
で
あ
る
。
そ
こ
で
廃
線
が
決

定
し
て
い
た
鉄
道
を
Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
転
換
し
、
そ
の
沿
線
に
企
業
や
住
宅
を
集
中
さ
せ
る
計
画
を
実
施
し
た
。
さ
ら
に
既
存
の
路

面
電
車
と
接
続
し
て
路
線
を
拡
大
し
、
長
期
に
は
鉄
道
沿
線
の
人
口
を
一
二
万
人
か
ら
一
六
万
人
ま
で
増
大
さ
せ
る
計
画
を

推
進
し
て
い
る
。 

 

青
森
市
は
二
〇
世
紀
最
後
の
三
〇
年
間
で
都
心
か
ら
郊
外
に
移
転
し
た
人
口
が
全
体
の
四
％
以
上
の
一
万
三
〇
〇
〇
人

に
も
な
り
、
道
路
や
水
道
の
基
盤
整
備
に
三
五
〇
億
円
も
投
入
し
、
さ
ら
に
交
通
サ
ー
ビ
ス
や
除
雪
に
も
多
額
の
予
算
が
必

要
に
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
青
森
駅
前
の
都
心
の
歩
道
を
冬
期
に
は
完
全
に
融
雪
し
、
生
鮮
市
場
な
ど
公
共
施
設
を
建
設
し
、

民
間
の
集
合
住
宅
を
誘
致
し
て
き
た
結
果
、
減
少
傾
向
で
あ
っ
た
都
心
の
人
口
が
急
速
に
回
復
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。 

 

現
在
、
日
本
の
生
活
環
境
は
急
速
に
変
化
し
て
い
る
。
一
九
六
五
年
か
ら
現
在
ま
で
の
四
五
年
間
で
、
住
宅
用
地
は
一
・

七
倍
に
増
加
し
た
が
、
人
口
は
一
・
三
倍
の
増
加
で
あ
る
か
ら
、
人
口
以
上
に
住
宅
用
地
面
積
が
増
大
し
て
き
た
。
平
均
す

れ
ば
面
積
に
余
裕
が
で
き
た
と
理
解
で
き
な
く
も
な
い
が
、
そ
の
分
布
は
均
等
で
は
な
い
た
め
に
過
疎
地
域
が
増
加
し
、
そ

こ
で
は
高
齢
者
層
の
比
率
が
半
分
以
上
に
な
り
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
社
会
活
動
の
維
持
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
限
界
集
落
が

急
増
し
て
い
る
。 

 

二
〇
〇
六
年
の
調
査
で
は
、
過
疎
地
域
に
存
在
す
る
六
万
以
上
の
集
落
の
う
ち
限
界
集
落
が
一
三
％
、
近
々
無
人
と
な
り

消
滅
す
る
集
落
が
四
％
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
地
域
の
将
来
は
住
民
が
決
定
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
日
本
の
人
口
が
減
少
し

は
じ
め
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
は
危
険
水
域
に
あ
る
状
況
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
延
長
で
は
な
い
未
来
を
検
討
す

る
こ
と
も
視
野
に
す
る
必
要
が
あ
り
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
は
有
力
な
選
択
の
対
象
で
あ
る
。 


